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「レジ袋ゼロ運動」に 
 
「レジ袋ゼロ運動」に 
 
「レジ袋ゼロ運動」に 
 

☆お店で買い物をする際は、マイバッグを持参しましょう。 

☆お店は「レジ袋」の有料化や、マイバッグ利用者への還元方法などの検討をお願いします。 

☆「レジ袋」削減によって、使い捨てのライフスタイルを見直しましょう。 
※「レジ袋」有料化の金額は、協力店が自主的に決定します。 
 

　消費者団体がマイバッグ運動を始めてから10年以上が経過しますが、今までこの運動はあま
り市民に浸透することができませんでした。このたび、市民団体・事業所・商工会・行政で話し合
いを行い、｢レジ袋ゼロ運動｣を実施することとなりました。 

　私たちは、大量生産・大量消費、大量廃棄を繰り返してきました。その結果、多くの環境問題
を引き起こしてきました。平成20年の、トキの試験放鳥をひかえ、トキと共生できる環境づくり
が必要です。 

　「レジ袋」は1枚当たり原油で約18㏄を消費し、燃やすことにより地球温暖化の原因となる
二酸化炭素を発生させています。 
　佐渡市全体で年間およそ2,000万枚が使われている「レジ袋」は、ごみ量にしておよそ200
トンに及びます。しかし、この運動を進めることにより最大70％の減量を目標としています。 

レジ袋ゼロ運動 
 Ｑ＆Ａ 
レジ袋ゼロ運動 
 Ｑ＆Ａ 

Ｑ　対象となる「レジ袋」はどのような袋ですか？ 

A　お店で買い物をする際に、提供されるポリエチレン製の袋が対象となります。
商品と一体となっているものや豆腐などを入れるロール式の薄いビニール袋は該
当しません。なお、紙製の袋も該当しません。 

Ｑ　すべてのお店が対象となるのですか？ 

A　この運動への参加･離脱はお店の自主的な判断です。市では、この運動に参加
するお店を随時広報等でご紹介したいと考えています。 

Ｑ　「レジ袋」１枚の金額とその収益金はどうするのですか？ 

A　先月号では１枚５円と記載しましたが、営業の自由侵害の恐れとなるため各店舗の自由設定とします。 
なお、収益金はなるべく消費者に還元するか環境保全活動に使っていただきたいと考えています。 

Ｑ　他の自治体では、どのような例がありますか？ 

A　東京都杉並区のレジ袋税や京都市の一部スーパーでの取り組み事例等がありますが、市内全域での「レジ袋」
削減のための運動は、全国的にも佐渡市が初めての取り組みです。みなさんのご理解とご協力で、この運動を成
功させましょう！ 

「レジ袋」は現在こんなに使われています 
 

「レジ袋」を作るための原油消費量 
 

ご協力をお願いします 

この運動の 
きっかけは？ 

環境にやさしい 
暮らしを 

 

なぜ「レジ袋」 
なのか 

「レジ袋ゼロ運動」について3回シリーズでお知らせしています 第2回 

・一人あたり年間でおよそ300枚 
・日本全国でおよそ300億枚 
 

・1枚あたり約18㏄を消費 
・日本全国で約55万8,000  を消費 
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「レジ袋ゼロ運動」に 
 
「レジ袋ゼロ運動」に 
 

レジ袋ゼロ運動 
 Ｑ＆Ａ 

この運動は市民とお店と行政が

一緒に取り組むことが大切です。

私たちもこの運動を一緒になっ

て取り組みたいと思います。皆さ

んよろしくお願いします。 

 

【消費者団体の声】 

 

紙紐でできています 

お買い物にはマイバッグを！　 
手作りマイバッグ１５０個を寄贈いただきました 
 ２月２７日（火）佐渡商工会女性部協議会から、佐渡市に１５０個のマイバ

ッグを寄贈いただきました。このバッグは再生紙でできており、一つひとつ手

作りされた、環境にやさしいバッグです。 

レジ袋ゼロ運動のシンボルとして

各店舗や観光施設に置かれるほか、

今後、バッグの販売も予定しています。

また、心身障害者施設での作製も予

定しており、社会参加の一助になれ

ばと考えています。 

 

【市民の皆さま　マイバッグを使いましょう！】 
　この運動は、買い物の際に市民一人ひとりから取り組んでいただく
運動です。 
　「レジ袋」は利用する以上に各家庭にしまいこまれ、その多くは利用
しないままごみとして捨てられます。買い物の際は、マイバッグを持参
して「レジ袋」の削減に努めましょう。 

【マイバッグの事例】 
・合併時に配布したエコバッグ、以前にもらった「レジ袋」の再利用、
お気に入りバッグや風呂敷などのマイバッグを利用しましょう。 

【お店の皆さまへ】 
・消費者に提供する「レジ袋」の有料化や、マイバッグを持参して買い
物をした方への、還元方法の検討をお願いします。 
・店頭において商品の会計の際に、「レジ袋」を利用するかどうか確認
の声をかけましょう。 

【4月1日から実施】 
　4月1日から ｢改正容器包装リサイクル法｣が施行されることから、こ
れと連動させて実施していきたいと考えています。 
※容器包装リサイクル法＝「レジ袋」などの容器包装について、消費者・事業者・市
町村それぞれの持つべき役割を明確にし、廃棄物の適正な処理及び資源の有
効な利用の確保を図ること。（平成7年12月施行） 

◆お問い合わせ 
　市役所　廃棄物対策課　q63-5140 
 

「レジ袋ゼロ」運動に 
ご協力を！ 
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おめでとうございます 

佐渡市ほう賞式に出席された方々 
後列左より　本間太郎さん　多治美健一さん　赤泊分校郷土芸能クラブ（部長 大久保衣理さん）　山本仁さん 
前列左より　計良芳英さん　早水雅昭さん　B野市長　梅澤議長　俵耕榮さん　　 
 

社
会
福
祉
功
労 

　
星
野
　
兵
一 

さ
ん（
両
津
湊
） 

民
生
委
員
児
童
委
員 

（
民
生
委
員
児
童
委
員
歴
１８
年
） 

　
本
間
　
太
郎 

さ
ん（
鷲
C
） 

民
生
委
員
児
童
委
員 

（
民
生
委
員
児
童
委
員
歴
１８
年
） 

　
俵
　
　
耕
榮 

さ
ん（
羽
吉
） 

保
護
司（
佐
渡
保
護
司
会
　
会
長
） 

（
保
護
司
歴
３６
年
） 

　
計
良
　
芳
英 

さ
ん（
吉
井
本
郷
） 

保
護
司 

（
保
護
司
歴
３２
年
） 

保
健
衛
生
功
労 

　
早
水
　
雅
昭 

さ
ん（
相
川
下
戸
町
） 

学
校
医 

（
学
校
医
歴
４９
年
）　 

　
三
國
　
榮
次
郎 

さ
ん（
両
津
湊
） 

学
校
医 

（
学
校
医
歴
３３
年
） 

　
小
原
澤
　
孚 

さ
ん（
中
原
） 

学
校
医 

（
学
校
医
歴
３２
年〈
眼
科
医
〉） 

教
育
体
育
推
進 

　
山
本
　
　
仁 

さ
ん（
真
野
新
町
） 

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員 

　（
審
議
会
委
員
歴
３２
年
） 

佐
渡
金
銀
山
遺
跡
調
査
委
員
会

委
員 

　
羽
茂
高
校
赤
泊
分
校 

　 

郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ（
真
浦
） 

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
場 

平
成
６
年
〜
１８
年
ま
で
全
国
大

会
連
続
出
場
（
平
成
１１
年
最
優

秀
賞
） 

　
多
治
美
　
健
一 

さ
ん（
中
原
） 

第
６
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
ボ
ウ
リ
ン
グ
壮
年
の
部
優
勝 

交
通
安
全
推
進 

　
平
沢
　
政
憲 

さ
ん（
沢
根
） 

交
通
安
全
指
導
員 

（
指
導
員
歴
２６
年
） 

交
通
安
全
協
会
役
員 

（
協
会
役
員
歴
３２
年
） 

 

 

佐
渡
市
誕
生
の
記
念
日
で
あ
る
３
月
１
日
（
木
）
に
、
合
併
後
初
め
て
と
な
る
「
佐
渡

市
ほ
う
賞
式
」
が
行
わ
れ
、
こ
の
日
、
個
人
１０
名
と
１
団
体
の
方
々
が
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
市
ほ
う
賞
は
、
市
政
の
発
展
、
文
化
の
向
上
、
保
健
・
福
祉
の
増
進
な
ど
に
寄

与
さ
れ
た
方
や
市
民
の
模
範
と
な
る
功
績
が
あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。 
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5

市
長
と
の
ミ
ニ
対
話
集
会 

　
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 行
政
と
住
民
と
の
距
離
を
縮
め
、
直
接
各
集
落
や
団
体
な
ど
か
ら
お
話
を
伺
う
た
め

「
市
長
と
の
ミ
ニ
対
話
集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
申
し
込
み
３６
か
所
に
対
し
、
２
月
末
ま
で
に
３３
か
所
で
実
施
し
ま
し
た
。 

皆
さ
ま
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
、
市
政
に
き
め
細
や
か
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
も
新
た
な
企
画
を
含
め
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
対
話
を
続
け
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

各
会
場
で
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
等
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

 
Ｑ
・
ご
み
を
分
別
し
な
い
、あ
る
い
は
指
定
袋

以
外
に
ご
み
を
入
れ
、ご
み
集
積
場
に
お

い
て
い
く
人（
そ
の
地
域
以
外
の
人
が
車

等
で
捨
て
て
い
く
）が
い
る
。
集
積
場
の

担
当
者
が
苦
労
し
て
い
る
。
何
か
対
策
は

な
い
か
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

Ａ
・
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、市
と
し
て
も

苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
ご
み
の

分
別
に
つ
い
て
は
、徹
底
さ
れ
て
い
な
い
と

処
理
施
設
を
傷
め
る
原
因
に
も
な
り
、多

額
の
修
理
費
と
修
理
期
間
を
要
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
分
別
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
周

知
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
地
域
の
方
々
に

も
、市
で
出
し
て
い
る
ご
み
の
分
別
表
に

基
づ
き
、分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

 

Ｑ
・
佐
渡
は
国
の
補
助
金
に
頼
り
過
ぎ
て
お

り
、減
ら
さ
れ
て
い
け
ば
こ
の
先
市
の
経

済
が
成
り
立
た
な
く
な
る
気
が
す
る
。

他
の
収
入
源
も
見
え
な
い
が
今
後
の
方

向
性
、ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。 

Ａ
・
公
共
事
業
は
今
後
も
減
少
し
て
い
く
と

思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、行
政
が
や
る
べ
き

仕
事
か
ど
う
か
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
民
間
で
や
っ
て
も

ら
う
部
分
を
増
や
し
な
が
ら
、民
間
を
元

気
付
け
る
こ
と
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

民
間
が
佐
渡
を
支
え
る
切
り
替
わ
り
の
大

き
な
流
れ
に
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。 

 

Ｑ
・
佐
渡
全
島
の
祭
り
を
企
画
し
て
ほ
し
い
。 

Ａ
・
祭
り
は
本
来
、地
域
に
よ
っ
て
盛
り
上
が

る
も
の
で
す
。
従
来
の
補
助
金
・
行
政
主

導
の
も
の
か
ら
、住
民
自
ら
が
本
当
に
楽

し
め
る
祭
り
と
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

地
域
の
個
性
を
ど
う
活
か
す
か
。
中
央

集
権
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
い

ま
す
。 

 

Ｑ
・
小
学
生
の
子
ど
も
が
い
る
親
で
す
。
地

区
で
は
田
畑
も
多
い
た
め
に
街
灯
も
な

く
、夕
方
に
は
暗
く
な
っ
て
し
ま
う
場
所

が
と
て
も
多
い
。
中
学
校
も
歩
い
て
の
通

学
な
の
で
、街
灯
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
最
近
は
佐
渡
だ
か
ら
と
安
心

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
早

め
の
実
現
を
お
願
い
し
ま
す
。 

Ａ
・
街
灯
の
新
設
、器
具
の
取
り
付
け
希
望

箇
所
は
市
内
各
地
区
か
ら
多
く
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、要
望
・
地
域
で
の
設
置
バ
ラ
ン

ス
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
年
次
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。
佐
渡
市
で
も
設
置
箇
所

の
調
査
を
進
め
ま
す
が
、地
域
に
お
い
て

も
優
先
箇
所
を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、

嘱
託
員（
集
落
長
）を
通
じ
て
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

Ｑ
・
中
学
校
統
合
に
つ
い
て
、い
じ
め
問
題
な

ど
も
あ
る
の
で
学
級
の
人
数
を
減
ら
し

て
き
め
細
や
か
な
授
業
を
し
た
ほ
う
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
。 

Ａ
・
地
域
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
統
合
は
あ

り
え
ま
せ
ん
。
た
だ
あ
ま
り
に
も
人
数
が

少
な
く
な
る
と
複
式
学
級
に
な
る
の
で
、

そ
の
解
消
の
た
め
、中
学
校
は
１
学
年
２

学
級
を
基
準
と
し
ま
し
た
。
当
面
、今
の

人
口
で
の
計
画
で
す
が
、本
当
に
よ
い
か

は
議
論
が
必
要
で
す
。
時
間
を
か
け
て
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

Ｑ
・
介
護
施
設
で
す
が
、施
設
に
入
り
た
く

て
も
入
れ
な
い
人
が
市
内
で
も
２
０
０

〜
３
０
０
名
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、こ

れ
か
ら
は
今
ま
で
以
上
に
高
齢
者
が
多

く
な
る
と
思
い
ま
す
。 

Ａ
・
市
内
で
特
養
に
入
所
申
込
み
を
し
て
い

る
方
は
約
４
８
０
名
お
ら
れ
、特
に
入
所

の
必
要
度
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
、要
介

護
度
が
重
く
、在
宅
な
ど
で
入
所
を
待
っ

て
い
る
方
が
約
２
０
０
名
お
ら
れ
ま
す
。こ

の
よ
う
な
状
況
か
ら
、市
で
は
３
年
間
の

介
護
保
険
事
業
計
画
を
定
め
た
中
で
、１９

年
度
中
の
開
設
を
目
指
し
、特
養
の
整
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、２０
年
度
中

に
老
健
施
設
が
開
設
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
、特
養
待
機
者
の
解
消
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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　選挙管理委員会では、投票所の見直しを行いました。これは、市内の投票所が旧市町村の状況を引き継いでおり、 
設置条件にもバラツキがあるため、投票所の均衡を図るものです。※佐和田・金井・真野・赤泊地区は変更ありません。 

◆お問い合わせ 
　佐渡市選挙管理委員会 
　q６３－５１１９ 
 

選挙管理委員会 
 

か
ら 投 票 所  
 

変更のおしらせ  

お住まいの地区 今までの投票所 新しい投票所 

柿野浦 

米郷 

稲鯨砂原１・２・

３・４、稲鯨西１・

２・３、稲鯨中

村１・２・３、稲

鯨東、稲鯨新

田 

橘、橘山中、

橘砂原３・４ 

大工町、新五

郎町、六右衛

門町、上京町、

左門町、大床

屋町、中京町、

下京町、八百

屋町、会津町、

味噌屋町、米

屋町、夕白町、

弥十郎町、四

十物町、広間

町、長坂町、

中寺町、下寺

町、南沢町 

達者・達者 

達者・達者大

林、姫津 

北狄 

後尾、北川内、

北立島 

入川、高千・

千本 

柿野浦集落
開発センター 
米郷集落開
発センター 

達者活性化
センター 

両津支所・岩
首出張所 

姫津漁村セン

ター 

北狄集落開
発センター 

北川内活性

化センター 

入川ふれあ

いセンター　 

稲鯨漁村セン
ター 

 

橘集落開発
センター 

 

相川ふれあ
い集会所 

あいかわ開

発総合センタ

ー 

両
津 

相
川 

七浦小学校 

金泉小学校 

高千小学校 

 

お住まいの地区 今までの投票所 新しい投票所 

皆川 

東高屋、西高

屋、グリーン

タウン宮川、

中央、野沢、

江口、宮川住

宅団地３、宮

浦上、宮浦下、

宮川住宅、宮

川団地、宮川

教員住宅 

荒屋、荒町、

道祖神、深山、

畉田 

松ヶ崎 

井坪、小木大

浦、木流 

小木強清水、

宿根木、琴浦 

白木 

冬居、大橋中

央、岩野、岩

野※、井尻、地

田、共栄一、

共栄一※、共

栄二、共栄二※、

共栄三、共栄

三※、更生、更

生※ 

皆川集落開
発センター 

沢崎生活改
善センター 

地田公民館 

下新穂集落
開発センター 

川西保育園 

三宮・畉田ふ
れあいセンタ
ー 

井坪担い手
センター 

宿根木生活
体験学習館 

松ヶ崎総合セ
ンター 

江積集落セ
ンター 

小木大浦集
会場 

宿根木公会
堂 

羽茂浄化セ
ンター 

新
穂 

畑
野 

小
木 

羽
茂 

後山小学校 

まつさきの里 

県議会議員選挙から変わります 
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各課からの お　知　ら　せ 

福祉 
健康 
 

学
童
保
育
の
利
用
が
有
料
に 

　
　
　
　
　
　
　
な
り
ま
す 

 

　
学
童
保
育
は
、昼
間
、就
労
等
で
保
護
者

の
い
な
い
家
庭
の

概
ね
小
学
校
１

年
生
〜
３
年
生

を
対
象
に
適
切

な
遊
び
や
生
活
の

場
を
与
え
、そ
の

健
全
な
育
成
を

支
援
す
る
も
の
で

す
。 

　
平
成
１９
年
４

月
よ
り
利
用
日

数
に
応
じ
て
次
の

と
お
り
、利
用
料

が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、ご
理

解
を
お
願
い
し
ま

す
。 

◆
お
問
い
合
わ
せ 

　
市
役
所
　
社
会
福
祉
課（
子
育
て
支
援
係
）

　
q
６３
―
５
１
１
３ 

 

　 
 

小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療 

　
研
究
事
業
制
度
の
ご
案
内 

 

　
小
児
慢
性
疾
患
の
う
ち
、特
定
疾
患
の

治
療
に
つ
い
て
の
医
療
費
の
一
部
ま
た
は
全

部
を
公
費
で
負
担
し
ま
す
。 

１ 

対 

象 

者
　
　 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
１８
歳
未
満
の
方 

２ 

対
象
疾
病
　
　 

次
の
疾
患
区
分
ご
と
に
対
象
と
な
る
疾

患
名
お
よ
び
そ
の
状
態
の
程
度
が
き
ま

っ
て
い
ま
す
の
で
該
当
す
る
か
ど
う
か
、

主
治
医
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

悪
性
新
生
物
、慢
性
心
疾
患
、糖
尿
病
、

神
経
・
筋
疾
患
、慢
性
腎
疾
患
、内
分
泌

疾
患
、先
天
性
代
謝
異
常
、慢
性
消
化

器
疾
患
、慢
性
呼
吸
器
疾
患
、膠
原
病
、

血
友
病
等
血
液
・
免
疫
疾
患 

３ 

申
請
手
続
き
　
　 

・
窓
口
は
　
　 

　
健
康
福
祉
環
境
部（
佐
渡
保
健
所
）で
す
。 

・
申
請
書
類
は
　 

①
申
請
書
　
②
診
断
書
　
③
同
意
書

④
世
帯
全
員
の
住
民
票
　
⑤
生
計
中

心
者
の
所
得
な
ど
を
確
認
で
き
る
書
類 

　
申
請
窓
口
に
持
参
す
る
場
合
は
保
険

証
と
印
鑑
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、３
月
中
旬
よ
り
継
続
申
請
の

手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
５
月
２８
日（
月
）が
締
切
り
で
す
の
で

申
請
も
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
お
問
い
合
わ
せ 

佐
渡
地
域
振
興
局
　
健
康
福
祉
環
境

部（
佐
渡
保
健
所
）地
域
保
健
課 

保
健
指
導
担
当
　
　
　
　
　 

q
７４
―
３
４
０
７ 

  「
ひ
き
こ
も
り
の
家
族
の
つ
ど
い
」 

　
　
　
　
　
の
お
し
ら
せ 

 

　
「
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
」
で
悩
ん
で
お
ら

れ
る
家
族
を
対
象
に
、つ
ど
い
を
開
催
し
て

い
ま
す
。「
本
人
に
ど
の
よ
う
に
接
し
た
ら

い
い
の
？
」「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
方
、お
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、同
じ
く
悩
ん
で
い
る
ご
家
族
ど
う
し
で

息
抜
き
を
し
ま
せ
ん
か
？
話
を
お
聞
き
に

な
る
だ
け
で
も
結
構
で
す
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
４
月
８
日（
日
）　 

　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
ま
で 

◆
会
場
　
佐
渡
市
立
中
央
図
書
館 

　
　
　
　
講
座
室 

◆
お
問
い
合
わ
せ 

佐
渡
地
域
振
興
局
　
健
康
福
祉
環
境

部（
佐
渡
保
健
所
）地
域
保
健
課
　
保

健
指
導
担
当
　
　
　 

q
７４
―
３
４
０
７ 

  

新潟県議会議員一般選挙のおしらせ 新潟県議会議員一般選挙のおしらせ 
◆お問い合わせ　佐渡市選挙管理員会　q６３－５１１９ 

告　示　日 

投　票　日 

 期日前投票 

不在者投票 

 

平成19年3月30日（金） 

平成19年4月8日（日）　午前7時から午後8時まで（一部を除く） 

 
本庁（金井）：午前8時30分から午後8時まで 
支　　　　所：午前8時30分から午後7時まで 
 

※期日前投票および当日投票の閉鎖時間は投票所によって異なりますので、ご注意ください。（入場券によりご確認ください。） 
 

４月８日（日） 

場　所 期　間 

平成19年3月31日（土）から 
平成19年4月7日（土）まで 

 1ヶ月の利用日数 利用料（月額） ８月の利用料 
 1日～9日まで 1,000円 1,500円 
 10日～19日まで 2,000円 2,500円 
 20日以上 3,000円 3,500円 
 ＊別途、減免規定があります。 
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お知 
らせ 

お
わ
び
と
訂
正 

　
市
報
さ
ど
２
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

（
５
ペ
ー
ジ
）平
成
１７
年
度
決
裁
報
告 

◆
市
債
の
現
在
高
　 

・
簡
易
水
道
　 

（
誤
）
５
９
７
万
　
１
１
９
千
円 

（
正
）
５
８
０
万
７
８
２
０
千
円 

・
下
水
道 

（
誤
）
２
３
０
５
万
３
９
６
３
千
円 

（
正
）
２
２
７
０
万
８
８
６
５
千
円 

 

春の火災予防運動 春の火災予防運動 

木
竹
材
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の

優
秀
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
！ 

 
　
島
内
の
木

材
・
竹
材
利

用
の
促
進
を

目
的
と
し
、

平
成
１６
・
１７

年
に
実
施

し
た
木
材
・

竹
材
利
用

製
品
の
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
に
お
け
る
優
秀
デ
ザ
イ
ン
を
、実
際
に

製
品
化
し
た
も
の
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
す

て
き
な
デ
ザ
イ
ン
ば
か
り
で
す
。
み
な
さ
ん

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！ 

◆
展
示
期
間
　
〜
３
月
２９
日（
木
）ま
で  

◆
場
所 

両
津
港
佐
渡
汽
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

内 

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
改
札
横
ス
ペ
ー
ス 

◆
お
問
い
合
わ
せ  

　
佐
渡
地
域
振
興
局  

　
農
林
水
産
振
興
部
　
林
業
振
興
課 

　
q
７４
―
３
４
６
４
 

 

　
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
法
テ
ラ
ス
か
ら
の
お
し
ら
せ 

 

　
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー「
法

テ
ラ
ス
」
は
、法
的
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決
す
る
た
め
の
情
報
や
サ

ー
ビ
ス
を
全
国
ど
こ
で
も
受

け
ら
れ
る
よ
う
、全
国
に
５０
か

所
以
上
の
事
務
所
を
置
き
、

平
成
１８
年
１０
月
か
ら
次
の
業

務
な
ど
を
開
始
し
ま
し
た
。 

○
情
報
提
供
　 

　
お
悩
み
ご
と
を
抱
え
た

方
の
相
談
内
容
に
応
じ
て
、最
も
適
切

な
相
談
機
関
の
紹
介
や
、法
制
度
に
関

す
る
情
報
の
無
料
提
供 

○
民
事
法
律
扶
助
　 

　
資
力
の
乏
し
い
方
の
た
め
の
無
料
法

律
相
談
や
、裁
判
費
用
な
ど
の
立
替
え 

★
お
悩
み
ご
と
は
、お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。 

◆
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

　
q
０
５
７
０
―
０
７
８
３
７
４ 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http
://w
w
w
.ho
uterasu.o

r.jp
  

◆
法
テ
ラ
ス
佐
渡
法
律
事
務
所
　 

　
q
０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
４
２
２
　 

　（
市
役
所
佐
和
田
支
所
内
） 

◆
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
新
潟
地
方
事

務
所（
法
テ
ラ
ス
新
潟
） 

　
q
０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
４
２
０ 

  

恩
給
欠
格
者
お
よ
び
引
揚
者
に

対
す
る
書
状
等
贈
呈
事
業
の「
請

求
期
限
の
到
来
」の
お
し
ら
せ 

 

　
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
で
は
、「
旧
軍
人
な
ど
で
恩
給
な
ど
を

受
け
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
の
方
」
お
よ
び

「
終
戦
に
伴
い
、本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引

揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
」
に
内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
が
、そ

の
請
求
期
限
が
平
成
１９
年
３
月
３１
日
ま
で

と
さ
れ
ま
し
た
。 

　
請
求
書
類
は
市
役
所
福
祉
保
健
部
社

会
福
祉
課
援
護
係（
電
話
６３
―
５
１
１
３
）

な
ら
び
に
支
所
福
祉
保
健
課
、市
民
課
の

窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、ま
だ
請
求

さ
れ
て
な
い
方
は
お
早
め
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、資
格
要
件
な
ど
、詳
し
く
は
、独

立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

◆
お
問
い
合
わ
せ 

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業 

特
別
基
金
　
事
業
部 

書
状
等
贈
呈
事
業
担
当 

〒
１
６
３
―
０
２
３
１ 

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
２
‐
６
‐
１ 

新
宿
住
友
ビ
ル
３１
階 

q
０
３
―
５
３
２
３
―
８
７
０
８ 

無
料
電
話 

q
０
１
２
０
―
２
３
４
―
９
３
３ 

http
://w
w
w
.heiw

a.g
o
.jp
/ 

 

ゆ
と
り
ぴ
あ
真
野
緊
急
修
繕

工
事
に
伴
う
プ
ー
ル
利
用
中
止

の
お
し
ら
せ 

 

　
真
野
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
り
ぴ
あ

真
野
で
プ
ー
ル
部
分
の
天
井
修
繕
工
事
が

行
わ
れ
る
た
め
、左
記
の
期
間
プ
ー
ル
の
利

用
が
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

　
な
お
、温
泉
に
つ
い
て
は
通
常
ど
お
り
営

業
い
た
し
ま
す
。 

◆
プ
ー
ル
利
用
中
止
期
間
　 

３
月
１９
日（
月
）〜
４
月
３
日（
火
）予
定 

◆
お
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　 

　
市
役
所
　
社
会
福
祉
課（
社
会
福
祉
係
）

q
６３
―
５
１
１
３ 

　
真
野
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
り
ぴ
あ

真
野
　
q
５５
―
４
５
０
０ 

  

「顔を見ながら話せるベンチ」 

お

な

や

み

な

し
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運転免許証などの身分証明書をお持ちでない方へ 

住民基本台帳カードを活用してみませんか？ 
　住基カードとは、高度な安全確保機能を持つプラスチックカードで、顔写真・住所・氏名・性別・生年月日が記載さ

れています。最近、本人確認のために顔写真付きの身分証明書が必要になる場合が増えています。特に運転免許証

をお持ちでない方は、住基カードを取得すれば公的な身分証明書として利用でき、大変便利です。（１０年間有効） 

○市役所の窓口で手続きや証明書の交付請求

をするとき 

○金融機関の窓口で１０万円を超える振込みを

するとき 

○銀行などで口座を開設するとき 

○パスポートの申請のとき 

○携帯電話の新規購入のとき　　など 

○申請できる人：佐渡市に住所がある方（原則、本

人が申請してください。） 

○申請時にお持ちいただくもの：①手数料（５００円）、

②印鑑（認印）、③健康保険証・介護保険証・年

金手帳、年金証書など、本人氏名が確認できる

書類を２点以上 

※住基カードに使用する顔写真は、市役所でも

お撮りできます。（無料） 

○申請場所：本庁市民課、各支所市民課 

○交付までの日数：申請から３日前後 

住基カードを身分証明書として 
利用できる例 

住基カードの 
申請方法等 

◆お問い合わせ 
　市役所　市民課（戸籍年金係）q６３－５１１２ 
　または各支所市民課 
 

統一標語『消さないで　あなたの心の　注意の火。』 

春の火災予防運動 春の火災予防運動 春の火災予防運動 

平成18年　島内の火災発生件数 

 

中央 

両津 

相川 

南佐渡 

合計 

 

建物 

17 

4 

6 

3 

30 

 

林野 

 

2 

1 

1 

4 

 

車両 

1 

 

1 

 

2 

 

船舶 

 

 

 

 

0 

 

その他 

10 

1 

1 

3 

15 

 

件数 

28 

7 

9 

7 

51 

 

火事・救急・救助は局番なしの119 佐渡市消防本部q52-3941

４/１（日）～ 
４/７（土） 

★住宅防火いのちを守る7つのポイント 

①寝たばこは、絶対
やめる。 
②ストーブは、燃え
やすいものから
離れた位置で使
用する。 
③ガスこんろなど
のそばを離れる
ときは、必ず火を
消す。 

①逃げ遅れを防ぐために、
住宅用火災警報器を設
置する。 
②寝具、衣類及びカーテン
からの火災を防ぐために、
防炎品を使用する。 
③火災を小さいうちに消す
ために住宅用消火器等
を設置する。 
④お年寄りや身体の不自由
な人を守るために、隣近
所の協力体制をつくる。 

○林野火災に注意！ 
　これからの季節、空気が乾燥
し風の強い日が多くなることから、
毎年3月から5月にかけて林野
火災が急増しています。 
　火の取り扱いには、十分注意してください。 
 

3つの習慣 4つの対策 

佐渡市 
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